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Abstract
This is a practical report regarding English literature classes conducted through cooperative learning and its techniques. 
Cooperative learning encourages students to help each other in pairs and groups. They deal with the material actively, but 
sometimes they as individuals think deeply about the material before working with one another. In classes, students study 
several short excerpts of well-known novels and plays written by English and American authors. They enjoy reading 
passages with rhymes or exciting stories. They share their impressions in discussion and think about the heroine’s life as if it 
is their own. Sometimes they can learn different values, or at other times about shared humanity in different places and 
periods. In order to study relatively long stories such as Good-Bye, Mr,Chips, the typical technique of cooperative learning 
called Jigsaw reading could be useful because the allotted periods are limited and they can learn their part deeply.  
Literature contains everything happening in life, and can express all emotion. However, in today’s English classes in 
secondary education, which focus primarily on communicative competence, literature is not weighed as heavily as it should 
be. If future-teachers do not have experiences of being taught it through interesting ideas and techniques, such as 
collaborative learning, how can they share the joy of literature with their future students? Furthermore, our students need 
exposure to literature written in English from a wide variety of countries, not only to prepare future teachers, but to 
recognize that universal themes are common to all literature. 
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１．はじめに 
英語教育への新たな動きのなか、時事問題などオーセンティックな話題や会話などコミュ
ニカティブな内容の教材が主流となっている。しかし、それだけで良いのであろうか。文学
が若い心に感受性を養うことはもちろん、文学者によって磨き上げられた言語を通して言葉
に対する感受性も養われるはずである。文学を英語の授業で学び・教えることの有用性と実
際の授業法について、考えてみたい。
斉藤（2004）は英語教育に携わる教員が読む雑誌『英語教育』の特集の「英語教育に文学
を！」の中で、「今の英語教育が、昔のいわゆる教養英語に対する反発からか、極端な実用
コミュニケーション主義の流れになりすぎているのではないか」（p.6）と述べている。また、
「われわれが日常的に行っているコミュニケーションのかなりの部分が、過去の出来事に関
する物語で（中略）そういう出来事を語るときに、文学の言語は非常に役に立つ。もうひと
つは、文学言語は、科学用語も法律用語も取り込むことのできる、非常に容量の広い言葉で
ある。」（p.6）と日常的なコミュニケーションにも役立つし、扱う語彙が多岐にわたることも
指摘している。
また、投野 (2018)は言語活動を次の４つ、「受容（ reception）」、「産出（production）」、「やり
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取り（ interaction）」、「仲介（mediation：特に通訳や翻訳）」に大別した CEFR に言及する中で、
「興味深いことに、CEFR ではこの中でも reception と production が最も重要（primary）であ
る，とされている。 reception には，一般的な黙読（silent reading）や，ニュースを視聴する
などの行為も含んでおり，情報収集や学習の最も基礎的で重要な技能である、とする。」（p.10）
とし、 reception の重要性についてあえて述べているばかりか、「この点から行くと、学習指
導要領が５領域に拡張され，話すことばかりがクローズアップされがちではあるが，受容技
能，すなわち『読むこと』・『聞くこと』の重要性が CEFR でも強調されている点は留意して
おかねばならない。」（p.10）としている。近年の listening への注目に比べて、かつての訳読
式を想起させる reading の重要性は強調されることは少ない。そこで、reading 教材としての
文学作品の新たな教授法が求められる。
教授法については、新学習指導要領が求める「思考力・判断力・表現力」を養う方法の一
つである、アクティブ・ラーニングや協同学習的要素を入れることによって新たな授業展開
が期待できる。「生徒がさらに効果的に一緒に勉強するのを手助けするための原理と技法」
（関田、2005）である協同学習の要素をどのように入れて、文学の良さを英語学習で具現化
させるかについて試みてみた。
2．協同学習を文学の授業で取り入れる 
協同学習についてジョージ・ジェイコブズ、マイケル・パワー、ロー・ワン・インによる
『アイデアブック』を監修した関田（2005）は「協同学習の恩恵」（p.6）を下記のようにま
とめている。
〇学業成績の向上
〇過去の学習成績のレベルや個人の学習の必要性に関係なく、学習へのより積極的なかかわり
〇学習意欲の向上
〇自分の学習についての責任の増加
〇人種や民族が異なったり学業的にハンデのある生徒を受容する態度
〇課題に取り組んでいる時間の増加（一斉授業、教師主導の指導に比べてめざましく向上する場
合もある）
〇協調的技能の向上
〇学校への愛着の増加
〇学習・学校・仲間・自分への態度の向上
〇さまざまな見方を認めたり、考えたりする能力の向上
〇教師にとって、生徒を観察したり評価したりする機会の著しい増加
これほどの恩恵がある学習法を授業で使わない手はなく、多くの実践がなされている。し
かし、ペアワークやグループワークは何も協同学習と謳わなくても、英語の授業では早くか
ら取り入れられてきている。ただ、グループワークは形式であって、協同学習にもなりえる
がそうでない場合もある。「価値としての協同とは、互いに助けることそれ自体を達成すべ
き目標とし、他の人を潜在的な協力者として見、競争や個別作業の代わりに協同をできうる
限り学ぶと言うことを奨励するということを意味します。」（関田、2005, p.12）とあるが、競
争を頭から否定している訳ではないことも念頭に置き、適度にグループワークなどでその要
素も入れてよいだろう。
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学習者が主体的に授業に参加するためには、強い動機づけが大切である。しかし、ドルニ
ェイ、（2005）が「教師は本来、学習者を動機づけるというよりも教科を教えなければなら
ないと考えられており、動機づけの指導なしに教科指導はあり得ない、という事実は無視さ
れる」（p.28）と述べているように、教材のジャンルや内容に応じて、具体的な動機づけの手
段を講じたり、多様なアプローチで授業を進めたい。
３．授業の展開の実践報告 
3.1 対象と教材 
本稿では主体的な参加をねらった、大学２～４年生配当の「英米児童文学」の授業実践を
紹介する。タイトルは児童文学とあるが、若干大人の文学作品も扱った。
教材は主に２冊である。英米の文学作品の名場面が短くアラカルト的に対訳で紹介されて
いる『音読して楽しむ名作英文』（2009）と James Hilton の Good-bye, Mr.Chips を短くした
Good-bye, Mr.Chips（2004）と題するテキストを使用した。前者の対訳本を用いた理由は、文
学の授業で批判される訳読式のみに陥ることを避けるためである。このテキストの各章の時
間配分は１～２時間である。また、後者の『チップス先生さようなら』と訳される物語の英
文の本体は 50 ページで、３～４時間の授業では厳しい量であるが、ジグソー法のテクニッ
クを使って協同学習で行うので導入が可能となった。
3.2 授業展開 
3.2.1 文学の名場面の抜粋を協同学習的に扱う 
赤毛のアン（アンがはじめてマシューらと出会うシーン）：ペアワークでシェアリング 
 授業の導入としては『赤毛のアン』は親しみやすいタイトルであり、アンの悲嘆を感じら
れる箇所が随所にある。授業ではじめて出会うクラスメートとペアになることが要求される
ので、アンの感情をシェアリングすることによって、英文の理解に加えて、相互の親密感が
増すことも期待される。
動機づけを強める補助教材として、原文の分厚い Ann of Green Gables を提示し、この部分
がほんの導入であって、これから長いアンの人生が語られることを紹介する。中にはシリー
ズの多くを読んだことがある学生もおり、物語を読もうという刺激になる。
あしながおじさん（まだ見ぬ支援者への手紙）：ペアワークでシェアリング 
 大学に入った主人公が書いた手紙を通じて、大学生活への希望や支援者への深い感謝の気
持ちを読み取る。これは学習者自身の境遇と照らし合わせることもできるが、教条的になら
ないように、むしろ主人公の性格を読み取らせたい。
 前回の授業に続く馴染みのあるペアで、ワークを行うことが望ましい。協同学習において
は、ペアのパートナーとある程度馴染んで、自由に意見が言えることが大切である。とくに
この物語の主人公は、身寄りがなかったことに卑屈になることなく、ユーモラスな一面もあ
り、魅力的である。学習者自らの人生観を形成するために、しっかり時間をとって性格を読
み取らせたい。また、それらをペア毎に発表させることで相互の学びとなる。性格をあらわ
す英語の語彙を広げることもできる。
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不思議の国のアリス（穴から落ちていく場面）：ペアワークでシェアリング 
 児童文学の代表とも言えるルイス・キャロルの名作である。作品には馴染みがあるので、
作者のエピソードなどを紹介して、関心を深めたい。穴からおちる場面は、童話ならではの
リズムがあるので、音読をすることで臨場感を味わうことができる。ペアで互いに読み合う
と、個性による違いが感じられる。  
 補助教材としては、映画を用いることができる。『不思議の国のアリス』の映画は２バー
ジョンあり、子ども向けの古いものと大人向けの作品があるので、教科書に出ている箇所を
見比べるとより興味関心が沸く。また、生の英語を耳にしたり衣服に文化を感じることがで
きるので、より深い学びにつながる。  
 
ハックルベリー・フィンの冒険（おばさんたちへの独白）：グループワークで発見しあう 
 アメリカの州によっては図書館に置くことが許されないこの物語であるが、学校というワ
クにとらわれない自由人とも言うべきハックのセリフは内容的にも大変興味深い。表現とし
ては、当時の南部の良い表し方やや二重否定文など言語的にも学びがある。また、宗教に関
する考え方も垣間見える。  
 ペアが続いたので４～５人のグループで、標準英語ではない表現を見つけさせる。協同学
習といえども適度の競争で学習動機をあげることは合理的であろう。特に、ハックの自由さ
と言葉使いの関係に着眼させて、文学の面白さに気づかせたい。  
 
若草物語（四姉妹の会話）：４人一組でロールプレイ 
 戯曲になっていて、四姉妹のセリフを各人が一読してから、役割を選ぶ。もちろん音読は
他の場面でも行うが、本編では特に役割になりきることがポイントである。それぞれの人物
像をイメージして練習してから、グループ毎に発表する。発音や感情などについて、互いに
学習しスキル面でも高め会うことが可能である。また、４人のそれぞれの在り方を自分に引
き寄せてかんがえさせる機会とする。  
 補助教材としては、映画の該当場面を見せて登場人物についてイメージ通りかなどについ
て語り合う。また、南北戦争の時期のアメリカについても知見を得て、時代背景に興味を持
たせることができる。  
 
テス（エンジェルがついにテスを見つけるシーン）：グループワークでディスカッション 
 百年ほど前に生きた主人公のテスをとおして、大人の女性の行き方について深く考えさせ
られるトマス・ハーディの名作のクライマックスである。導入としては、愛する人と結婚す
るのがいいか、愛される人との方が良いかなど、ディスカッションしやすい内容から授業を
活性化させる。その上で、なぜテスはこのような選択をせざるを得なかったか、時代背景な
どを深くグループで探らせる。また、感情溢れる場面なのでペアによるロールプレイで内容
に迫らせる。  
 補助教材として映画の全編をぜひ見せて、この物語の全体像をつかませたい。当時の英国
の貧富の差や女性の低い地位を通じて、現在にも通じる現実が見えてくる。仕事がなく厳し
い生き方を選択せざるを得ない現実についてディスカッションさせ、自らの将来についても
考え、書かせることによって深める。  
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ロミオとジュリエット（バルコニーでの逢い引き）：個人で発見し、ペアでシェアリング 
 ウイリアム・シェークスピアの名作であるが、名前だけは知っているが実はどんな物語か
をしらない学習者が多い。内容に加えて韻を踏んでいる点にも注目して、音読でその妙味を
感じさせたい。また、これは原文のほんの一部が掲載されているが現代英語との違いをグル
ープで発見させて、書き直させると英語の変遷について考えるきっかけとなる。  
 補助教材として、映画の該当場面だけでなく出会いの場面の中世ヨーロッパの美しい風俗
を垣間見せたい。中世英語の表現や韻律など、個人でじっくり考えてから、ペアで発見を拡
がらせたい。協同学習というとどうしてもペアやグループ学習が多くなるが、時にはじっく
り一人で考えさせることもアクティブな学びである。  
 
3.2.2 やや長い作品を扱う 
 ジェイコブス（2005）らは「互恵的な支え合いの関係の原則は共同的の原理の中でも最も
重要なもの」（p.46）であるとして、「ジグソーはよく知られた協同学習の技法」と位置づけ
ている。長めの文学作品を授業で読む場合、時間の制約という理由もあるが、この支え合い
の関係を生むためにも、使う値打ちがあるテクニックである。  
 リトールドされた Good-bye, Mr.Chips（2004）を読むにあたって、３時間の時間をどのよ
うに使うかを考えると次のようになった。全体は 50 ページが９章立てになっており、学生
は 12 名なので３つのホームチームに分け、その後で別のチームで下記のようにシェアしあ
う。  
1 時間目前半 各４名からなるホームチームを３つ作る。Ａチームは第 1 章、Ｂチームは
第２章、Ｃチームは第３章、それぞれ内容について予習してきて、チーム内でストーリ
ーや分からない単語を教え合い、他の人に押さえておきたい点を確認し合う。  
１時間目後半 専門家チームをストーリーチームと名付けて、３人からなるグループを４
つ作る。それぞれＡチーム（第１章担当）、Ｂチーム（第２章担当）、Ｃチーム（第３章
担当）から一人ずつ出て、担当の章について説明をし合う。これで１～３章が、全員把
握できる。  
２時間目前半 ホームチームに戻って学び合う。今度はＡチームは第４章、Ｂチームは第
５章、Ｃチームは第６章、それぞれ内容について予習してきて、チーム内でストーリー
や分からない単語を教え合い、他の人に押さえておきたい点を確認し合う。  
２時間目後半 同じストーリーチームに別れて、担当の４～６章について説明をし合う。
問題点はホームチームで話し合うために、各自がメモなどを取る。  
３時間目前半 ホームチームに戻って学び合う。今度はＡチームは第７章、Ｂチームは第
８章、Ｃチームは第９章、それぞれ内容について予習してきて、チーム内でストーリー
や分からない単語を教え合い、他の人に押さえておきたい点を確認し合う。  
３時間目後半 同じストーリーチームに別れて、担当の７～９章について説明をし合う。
問題点はホームチームで話し合うために、各自がメモなどを取る。  
このようにして、各自は分担した３章しか詳細な学習は行わないが、宿題であった分担以外
の章を他のチームの人から３人という小グループで聞き会うことによって、全体像がはっき
りしてきて、プロットを追うことができる。また、それぞれのホームチームやストーリーチ
ームで内容などに関してじっくり話し合う利点がある。  
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 4.  評価と試験内容 
 本授業の満足度はほぼ満点と非常に高く、「協同学習の恩恵」を念頭に組んだ展開は好評
と言える。それは何よりも互いが心地よくいられる空間で、視覚的な補助教材と多様なアプ
ローチによって学習内容への理解が進み、学習意欲や達成感が向上するからであろう。  
 また、参加型で授業を行っても時には試験問題が、授業形式に合致していないことが問題
となっている。そこで本授業の試験問題は授業内容を反映すべく、下記のような内容とした。
評価は、授業でのパフォーマンスを自らや学習者どうし、また教員が明瞭な評価基準の下に
評価したポイントシートの点数が５０％で、90 分の下記の試験が 50％である。解答は、英
語で答えるものが多いが深い内容は日本語とした。  
 
試験問題（全問題掲載、ただし単語・小問題・選択肢の抜粋および解答欄は省略）   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．おわりに 
 文学を学ぶことは新学習指導要領が求める「思考力・判断力・表現力」を伸ばすことにな
る。中学校や高校の教科書にも、減ったとは言え文学作品がある。英語で文学作品を読み込
んだ経験がなければ教師として深く教えることは難しく、また訳読式や浅い内容の QA しか
思いつかないだろう。学習者が主人公の生き方について考えて地域や時代背景を調べて意見
１英語を日本語に、日本語を英語にしなさい。 
1.  tragically   6．個性     など８問省略  
２各指示に従って答えて、その言葉を言った人物やその場面について解説しなさい。また、物語や作者
名を書いてから、テキストに書かれている部分などから感じるその物語についての感想も述べなさい。 
1.  「あなたがたは私が男の子でないから、私を欲しくないのですね」 
（英語訳）                                                        
（人物名・場面）                                                    
                                                              
（感想）【物語名               】【作者名                   】 
                                                              
                                                              
など５問省略  
３自分の好きな絵本または小説を、英語で紹介して下さい。【題               】 
４「不思議の国のアリス」または「ロミオとジュリエット」のいずれかの映像についての感想を、英語で 
簡潔に述べなさい。[          ] 
５テスの人生について個人的および社会的な側面を考え合わせて、感想を日本語で述べよ。 
６副読本 Good-bye, Mr. Chips の人生で起こったことの順に、a～h をかっこ内に入れなさい。   
英文選択肢省略 
７テスやチップス先生にちなんで、自分の人生を創造して英語で書きなさい。 
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を交わしたり、クラスメートと話し合って想像力を膨らませて時には話を創造して発表する
など、多様な取り組みを導入したいものである。ここでは協同学習を通じての手法や考え方
による授業展開の実践を報告したが、まだまだ工夫の余地はある。また、文学をいかにアク
ティブに教えるか、作品を通じて「主体的・対話的な深い学び」を追求する姿勢をもつ教員
をいかに育てるかは、児童生徒に文学の豊かさを感じてもらうための今後の課題である。  
一方、現在は教科書を含めて接する英文の文学はほとんどが英米の作品であるが、もっと
英語を母語としないアジアやアフリカなどの多様な国々の作品も扱う必要がある。  
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